
1.平成23年度研究助成金／研究奨励金の審査・決定
大森学術局長から、平成23年度の研究助成金と研究奨励金の応募状況、審査の過程と決定に関しての報告があった。研究助成部門に1点と研究奨励部門に4件の応募があり、外部評価委員12名の先生方による評価結果が公表された。応募者が一人であった場合についての選考方法は規約に定めが無いが、評価得点を過去の例と照らし合わせて妥当と判断され、研究助成金は内藤宗和氏の受賞が決定した。また、研究奨励金は第一席の平井宗一氏の受賞が決定した。応募回数に関して、研究奨励金は一回のみであるが、研究助成金は3年のインターバルで何回応募しても構わないので優秀な業績であれば何回でも受賞可能であることが説明された。
2.会長選挙・理事選挙について
平成24年度会長選挙及び理事選挙　会則に則って執行することが確認された。拍手で承認された。
3.その他
理事から、自病院へ後輩学生がスポーツ外傷により受診があったことから、特に危険性の多いコンタクトスポーツに所属している場合などの的確な事故管理についてOBとして力になれることはないかという相談があった。今後、様々な機会をとらえて後輩学生にレクチャーしていくことも有効であるし、県内の卒業生の専門医の病院リストを作成し情報提供を行なったり、同窓会報で取り上げて啓蒙するという方法も提案された。今後も引き続き検討していくこととなった。
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